















































Research on the Appearance of Class System Found





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は、坑長2.27 m、坑幅1.5 m、面積4.08 m2を計
測する大型墓である。ここには、35～40歳の男
性が葬られていた。29号墓は、当墓地で唯一の
大型厚葬墓であった。
　ここで、特定の土器が、数を意識して埋葬さ
れているかどうかを観察してみたい（表12）。
副葬土器のなかでは双耳壺が最も多く、三足鉢
がこれに続く。数は、残器と報告されるものも
入れて、前者109点、後者38点である（34）。双耳
壺は109点が87基の墓に、三足鉢は38点が30基
の墓に埋葬されていた。墓１基あたりの平均点
数は、前者1.25、後者1.27である。両者に大き
な違いはない。
　三足鉢の出土状況を子細に観察してみると、
（33） 注12、中国社会科学院考古研究所河南一隊、1995年報告、46頁、参照。
（34） 注12、中国社会科学院考古研究所河南一隊1995年報告によると、第二期文化の土器数は、灰坑、文化層出土例も含めて、双
耳壺58点、三足鉢30点となっている。筆者が同報告の「水泉遺址墓葬登記表」より算出した数字と大きく異なるのは、墓に
残器が多かったゆえんである。また、双耳壺109点のなかには、三足壺２点、圏足壺２点が含まれている。どちらも三足と
圏足を除いた形態は双耳壺と同じである。
表11　水泉遺跡副葬品点数と墓数一覧
表12　水泉遺跡双耳壷・三足鉢出土状況一覧
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先ほど指摘した大型厚葬墓の29号墓からは４点
が出土している。これを筆頭に、三足鉢３点の
墓が１基、２点の墓が３基、１点の墓が25基と
並ぶ（表12）。三足鉢を２点以上埋納した墓の
副葬品総点数は、それぞれ、31点（三足鉢４点
墓）、６点（三足鉢３点墓）、８点、９点、７点
（以上、三足鉢２点墓）というように、平均の4.38
をこえている。
　土器の点数に差を付ける現象は、双耳壺の方
にもうかがえる。まず、唯一の大型厚葬墓であ
る29号墓が、５点の双耳壺を有し、１位に位置
づけられる。以下、４点２基、３点１基、２点
10基、１点73基と続く（表12）。また、双耳壺
を２点以上埋納した墓の副葬品総点数は、31点
（５点墓）、19点（４点墓）、11点（４点墓）、10
点（３点墓）、さらに、12点、10点、８点、７点、
６点、５点、２点（以上、５点墓３基、２点墓
２基、他１基、計10基）、となっている。
　当遺跡においては、三足鉢と双耳壺を最大数
副葬した墓が大型厚葬墓と一致すること、三足
鉢埋葬墓と双耳壺埋葬墓の副葬品点数が概ね平
均以上であること、以上の２点から、裴李崗や
莪溝北崗ほど明瞭なものではないにせよ、土器
の埋葬点数によって故人の格をあらわすゆるや
かな制度が存在していたといえるであろう。
　しかし、これをもって、裴李崗や莪溝北崗と
同じような、個人の生前における位階づけを行
うための組織的埋納制度が存在したと断定する
には証拠が不足している。というのは、当該土
器埋葬墓のなかで、１点墓の占める割合が水泉
は多いのである。具体的に見ると、裴李崗
50.0%（三足鉢）、莪溝北崗39.4%（三足鉢）、水
泉83.3%（三足鉢）、83.9%（双耳壺）という数
値が算出される。水泉に１点墓が多いというこ
とは、他の２遺跡と比べて、平等への志向がそ
れだけ強かったことを意味しよう。もちろん29
号墓のような、突出した大型厚葬墓が存在する
ことは事実であるが、それは他の遺跡でも同様
に観察されることである。ひとまず、水泉では、
特定の土器をもって階層序列を表現しようとす
る動きは未だ萌芽状態にあったと結論づけてお
きたい。
おわりに
　これまで、裴李崗遺跡、及び裴李崗文化の主
要な４遺跡の墓群を観察、分析することで、新
石器早期の社会集団において、日常生活で普通
にあらわれてくるような違いをこえた格差が存
在したのかどうかを検討してきた。
　その結果、いずれの墓群においても、取り巻
く状況に違いはあるものの、墓坑面積と副葬品
点数の抜きんでた墓が存在していたことがあき
らかとなった。裴李崗は120基中３基（15号墓・
27号墓・38号墓）、沙窩李は32基中１基（19号墓、
これは石器23点と土器１点が出土した特殊な墓
である）、莪溝北崗は68基中２基（34号墓・61
号墓）、石固は69基中２基（54号墓・23号墓、
54号墓は破壊されているため正確な大きさは不
明である）、水泉は120基中１基（29号墓）が大
型厚葬墓と認識できる。
　ただしこれだけでは、集落のまとめ役、狩猟
採集や農作業の指導者、よき相談相手など、村
人から慕われ尊敬を受けていた人物がたまたま
手厚く葬られたという状況が推測されるにとど
まる。もう一歩踏み込んで、そこに格差や階層
性の誕生を見るためには、別の新たな要素が必
要とされる。
　本論では、それを裏付けるものとして、特定
の土器の埋葬点数を被葬者により違える習慣が
あったこと、そしてそこに生前の人物を序列化
する制度が存在していたことを推測した。この
ような状況は裴李崗遺跡に最もよくあらわれて
いた。裴李崗の墓においては、45名の被葬者に
対して、三足鉢の埋納点数を、18点、13点、４
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点、３点、２点、１点というように意図的に変
えていた様子が観察された。しかも、三足鉢が
多い上位３基の墓は、同時に大型厚葬墓であっ
た。これは、三足鉢の多寡をもって、人物の階
層化を行っていたことのあらわれと考えられる。
　同様の現象は、裴李崗文化の他の遺跡、莪溝
北崗や水泉でも観察された。水泉遺跡の分析結
果は、裴李崗や莪溝北崗ほど明瞭なものではな
かったが、三足鉢と双耳壺、両器種にこのよう
な傾向が見られたことは注目すべき点であり、
ここには、特定の２種類の土器の副葬数をもっ
て階層を表現しようとするゆるやかな傾向が
あったことに注目した。
　また、裴李崗文化のほぼ全時代を覆う石固遺
跡においては、一端、厚葬薄葬両極化の風が出
現しながら、最終段階で副葬品の無い墓が極端
に増える、いわば逆格差の現象に注目した。こ
れは、序列の付け方の別の方法としてとらえる
ことができるであろう。
　新石器時代において、村落社会の秩序を維持
しながら集団生活を続けていくためには、現世
と同様の規律（礼制）が反映された埋葬制度を
確立する必要がある。現世と来世の別が今より
も不分明であった当時においては、とりわけ死
後の世界の秩序維持に腐心したことであろう。
埋葬行為や墓地の造営は、あの世における死者
の安寧を願うというよりも、この世における村
の秩序を維持していくための装置として働いて
いたに違いない。
　秩序維持のためには、現世と同じような秩序
だった社会を死後の世界にも表現する必要があ
る。いうなれば、死後の世界が現世の鏡となる
必要がある。そのためには、例えば、特定の人
物に奢侈品や希少性のあるものを葬るという方
法がひとつある。裴李崗文化の賈湖遺跡では、
大型厚葬墓に亀甲、骨笛、骨叉形器といった特
殊遺物を埋葬することで、格差上最上級に属し
た一団を区別していた（35）。賈湖では、現実の
社会生活において、亀甲、骨笛、骨叉形器が、
威信を示すための道具とされていたゆえんであ
る。
　賈湖と異なり、裴李崗の場合、特定の人物の
地位を示すような奢侈品や希少品はほとんど出
土していない。そのかわり、現世における当該
人物のおかれた立場をあらわす別の方法を編み
だしていた。それは、特定の土器の副葬点数に
基づく格付け行為である。副葬される土器が日
常器である以上、それを単に埋納するだけでは
何も表現することができない。ものそのものの
属性や特殊な形態に負うのではなく、数量を
もって格差を付けたところに、裴李崗遺跡群の
特徴があるといってよいだろう。河南省中央部
の新石器早期の村落社会では、後世の「列鼎制
度」を想起させるような仕組みを使うことで、
未熟ながらも制度化された階層秩序維持装置が
機能していたと考えたい。
図表出典
図1-1 『考古学報』1984年第１期、40 頁、図
14-11
図1-2 同上、37頁、図13-6
図1-3 同上、37頁、図13-19
図1-4 同上、41頁、図15-15
表１～表12  筆者作成
（35） 注７、小川誠、2010年論文、参照。
